
地
元
の
井
原
分
団
第
３
部
は

午
前
六
時
か
ら
機
庫
前
で
式
を

行
い
、
新
任
の
笠
原
慶
一
部
長

が
「
三
人
の
新
入
団
員
を
迎
え

ま
し
た
。
気
持
ち
を
引
き
締

め
、
本
年
も
無
火
災
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
と
力
強

く
決
意
を
述
べ
た
。
続
い
て
来

賓
の
倉
掛
自
治
連
合
会
の
倉
橋

一
郎
会
長
や
三
嶋
正
裕
消
防
部

長
ら
が
団
員
を
激
励
。
そ
の

後
、
井
原
小
学
校
体
育
館
へ
移

動
し
、
午
前
七
時
か
ら
の
井
原

分
団
出
初
式
に
参
加
し
た
。

市
団
の
式
典
終
了
後
に
防
火

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た
井
原
分

団
は
、
向
町
河
原
で
一
斉
放
水

を
披
露
し
て
新
年
を
祝
っ
た
。

同
分
団
本
部
長
に
平
成
二
十

年
度
３
部
長
の
豊
池
秀
之
さ
ん

（
倉
掛
３
組
）
が
就
任
し
た
。

井
原
分
団
消
防
操
法
訓
練
大

会
が
二
月
六
日
、
井
原
小
学
校

で
開
か
れ
、
第
３
部
は
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
部
へ
二
チ
ー
ム
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
七
チ
ー
ム
中
の

四
番
目
に
登
場
し
た
第
３
部
１

班
＝
写
真
上
＝
は
、
選
手
四
人

の
息
も
ピ
ッ
タ
リ
。
優
勝
こ
そ

逃
し
た
も
の
の
、
素
早
い
ホ
ー

ス
延
長
な
ど
で
高
得
点
を
挙
げ

準
優
勝
。
笠
原
部
長
自
ら
３
番

員
と
し
て
出
場
し
た
同
２
班
も

要
所
を
決
め
て
３
位
に
食
い
込

ん
だ
。

井
原
市
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
は
昨
秋
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
や
井
原
駅
ビ
ル
な
ど
、
市

内
十
施
設
の
指
定
管
理
候
補
者

を
決
め
公
表
。
十
二
月
定
例
市

議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
。

期
間
は
平
成
二
十
三
年
四
月
一

日
よ
り
同
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
五
年
間
。

こ
れ
に
よ
り
、
倉
掛
地
内
に

あ
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
＝
つ
ど
え
～
る
）
は
、
現
在

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

井
原
が
引
き
続
き
管
理
運
営
に

あ
た
る
。

同
法
人
の
関
係
者
は
「
昨
年

十
一
月
、
事
業
計
画
書
を
も
と

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
選
定
さ
れ
た
。
地
元
倉
掛
自

治
会
各
位
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
実

績
を
活
か
し
施
設
本
来
の
目
的

達
成
へ
向
け
て
努
力
し
た
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
や
そ
の
外
郭

団
体
に
限
定
し
て
い
た
公
の
施

設
の
管
理
・
運
営
を
、
株
式
会

社
を
は
じ
め
と
し
た
営
利
企
業

・
財
団
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
法
人
そ

の
他
の
団
体
が
代
行
で
き
る
制

度
で
、
平
成
十
五
年
の
地
方
自

治
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

も
の
。

昨
年
九
月
上
旬
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
大
正
橋
下
手
の
小
田
川

右
岸
遊
歩
道
１
工
区
の
工
事
が

同
十
二
月
末
に
終
わ
り
、
せ
き

止
め
ら
れ
て
い
た
水
の
流
れ
が

元
に
戻
さ
れ
た
。

石
積
み
は
水
面
に
向
か
っ
て

な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
、
桜
と
川

が
織
り
成
す
景
観
に
配
慮
さ
れ

て
い
る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 倉 橋 一 郎

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

平
成
二
十
三
年
井
原
市
消
防
出
初
式
が
一
月
十
六
日
、
厳
し

い
寒
波
を
つ
い
て
挙
行
さ
れ
、
団
員
ら
は
早
朝
か
ら
分
団
や

市
団
の
式
典
な
ど
各
行
事
に
臨
ん
だ
。

井原市消防出初式

部 長 笠原 慶一（倉掛）
副部長 今井 豊（倉掛）
副部長 竹内 誠（夏目）
会 計 瀬川 隆治（倉掛）
会 計 松本 大（夏目）
消防班長 西山 喬士（夏目）
厚生班長 田中 利樹（倉掛）
機械班長 松井 淳（夏目）
水源班長 川相 智正（夏目）
組 長 丸山 裕二（倉掛）
団 員 妹尾 英哲（倉掛）
団 員 三嶋 紀之（倉掛）
団 員 塚原 一徳（夏目）
団 員 瀬藤 慎二（倉掛）
団 員 平川 貴章（夏目）
団 員 三宅 一正（倉掛）
団 員 山岡 正和（倉掛）
団 員 片山 敬悟（夏目）
団 員 片岡 憲一（倉掛）
団 員 増成 智也（夏目）

※カッコ内は関係地区

第

３

部

団

員

名

簿

第
３
部

つどえ～る
指定管理者

倉掛自治連合会は住民サービスの一環

として、つどえ～るの指定管理団体・Ｎ

ＰＯ法人市民交流ネットワーク井原との

協力による超初級レベルの週末パソコン

教室を企画、受講者を募集している。

◇ ◇

開 講… 平成23年2月19日～

（期間は約２ヶ月を予定）

会 場… つどえ～る

受講費… １回300円（教材費＆飲物等）

申込先… つどえ～る事務局（62-9090）

締 切… 2月13日（一次締切）

その他…①つどえ～るのパソコンを使用

するので持込不要

②土曜教室 13：30～15：00

日曜教室 9：30～11：00

※ 土日両方の受講も可

倉
掛
自
治

連

合

会



田
原
代
表
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
Ⅰ
部
は
地
元
自
治
連
合
会

長
で
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
の
倉

橋
一
郎
さ
ん
と
藤
代
直
人
さ
ん

の
ナ
ツ
メ
ロ
ラ
イ
ブ
。
息
の
合

っ
た
二
人
が
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
「
川
の
流
れ
の
よ
う

に
」「
愛
燦
燦
」
「
胸
の
振
子
」

「
き
よ
し
こ
の
夜
」
「
ふ
る
さ

と
」
を
熱
唱
す
る
と
、
館
内
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

Ⅱ
部
は
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が

ら
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
景
品
は

す
べ
て
地
元
の
提
供
に
よ
る
も

の
で
、
カ
ー
ド
が
ビ
ン
ゴ
に
な

っ
た
順
番
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
扮
し
た
自
治
連
合
会
の
川

相
益
一
顧
問
か
ら
参
加
者
へ
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
で
「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」
を
歌
い
、
サ
ロ

ン
あ
す
は
の
渡
辺
照
子
会
計
が

「
来
年
も
元
気
で
集
い
ま
し
ょ

う
」
と
締
め
括
っ
た
。

倉
掛
少
年

団
と
同
育
成

会
主
催
の
ク

リ
ス
マ
ス
会

が
井
原
公
民

館
で
昨
年
十

二
月
五
日
に

開
か
れ
、
地

元
の
幼
稚
園

児
や
小
学
三

年
以
下
の
児

童
ら
を
含
む

約
八
十
人
が

参
加
し
た
。

午
後
一
時
過
ぎ
、
川
上
泰
宏

育
成
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
ス
タ
ー
ト
。
出
し

物
は
少
年
団
一
班
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
を
皮
切
り
に
、
○
×
ク
イ

ズ
、
イ
ラ
ス
ト
当
て
ク
イ
ズ
、

輪
投
げ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

育
成
会
は

万
歩
計
を
装

着
し
て
三
十

秒
間
身
体
を

動
か
す
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
全
力

で
こ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
団

員
が
汗
を
か
く
一
幕
も
。
さ
ら

に
、
仮
装
し
た
役
員
の
派
手
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
チ
ビ
ッ
コ

た
ち
は
ビ
ッ
ク
リ
。
会
場
は
時

お
り
大
き
な
笑
い
声
に
包
ま
れ

る
な
ど
、
賑
や
か
な
ク
リ
ス
マ

ス
会
と
な
っ
た
。

井
原
大
橋
付
近
へ
の
不
法
投

棄
防
止
を
訴
え
よ
う
と
一
月
三

十
日
、
倉
掛
自
治
連
合
会
の
役

員
ら
が
看
板
を
設
置
し
た
。

井
原
市
環
境
課
か
ら
提
供
さ

れ
た
二
枚
に
は
赤
字
で
「
不
法

投
棄
禁
止
」
「
ご
み
を
投
棄
す

る
と
、
処
罰
さ
れ
ま
す
」
な
ど

と
記
さ
れ
て
い
る
。
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2/12  資源の日 古紙・古着類回収
午前７時30分～同９時

2/19  倉掛パソコン教室開講
申込一次締切：2月13日

2/19  自治連合会防犯パトロール
3/ 6  消防団第３部試運転日
3/ 6  全国健康マラソン井原大会
3/13  倉掛少年団入退団式

午前９時～ つどえ～る
3/13  経ケ丸山頂ファミリーマラソン
3/19  倉掛自治会22年度決算総会

午後７時～ つどえ～る
3/27  つどえ～る講演会

「地域力アップのための
パワーアップ講座」
講師：佐藤典子氏
13：30～

4/ 2  郷社氏子清掃 午前８時～
4/ 3  井原桜まつり
4/ 4  郷社まつり

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■郷社で厄除け祈願祭

郷社足次山神社で１月30日、厄除け祈願

祭が執り行われ、井原市内の氏子らが参拝

した。午前10時から拝殿で始まった第１回

目の御祓いには、代理人を含め男女１５人

が参列。大山宮司が一人ひとりの氏名を読

み上げ、入念に厄除け祈願を行った。

有志がサービス

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て

郷
社
足
次
山
神
社
へ
初
詣
に
訪

れ
る
氏
子
ら
を
も
て
な
そ
う

と
、
松
井
憲
司
さ
ん
（
12
の
２

組
）
ら
が
竹
材
等
を
使
っ
て
参

道
へ
約
三
十
の
灯
明
を
設
置
。

さ
ら
に
山
岡
秀
男
さ
ん
（
15

の
１
組
）
や
川
相
勝
さ
ん
（
14

組
）
ら
の
家
族
が
協
力
し
て
ぜ

ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー
を
、
山
本
勝

己
さ
ん
（
13
の
１
組
）
が
お
で

ん
コ
ー
ナ
ー
を
境
内
に
設
け
て

参
詣
者
に
サ
ー
ビ
ス
。
氏
子
ら

は
「
新
年
早
々
に
有
り
難
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

お で ん
ぜんざい

郷社新年祈願祭

参詣者にぜんざいなどのサービスをする倉掛の有志

①日 時 平成23年9月17日～19日
②日 程
9/17 つどえ～る(21：00)→高速道⇒
9/18 九重IC(6：00)→牧ノ戸峠(7：30)

…(登山)…久住山頂(1787m 10：00)
→(下山)…牧ノ戸峠(1330m 12：30)
→瀬の本高原(昼食12：55～13：40)
→黒川温泉→阿蘇山周辺観光→阿蘇フ
ァームヴィレッジ(泊)

9/19 阿蘇ファームヴィレッジ(8：00)→
熊本ＩＣ⇒（バス）⇒大宰府天満宮⇒
高速道⇒つどえ～る(19：00)

③会 費 大 人 ３１０００円
④申 込 ３月末までに谷和政又は渡辺建材へ

申込書と申込金１万円をご持参下さい。
⑤その他 天候で変更中止する場合があります。
※ 連絡先は62-1990（谷）62-1448（渡辺建材）
※ 黒川温泉入浴料、阿蘇ロープウェイ料金、

19日の昼食代は会費に含まれておりません。

久住＆阿蘇登山参加者募集

倉
掛
自
治
連
合
会

サロンあすは

クリスマス会

サ
ロ
ン
あ
す
は
（
田
原
耕
太
郎
代

表
）
が
昨
年
十
二
月
五
日
、
つ
ど
え
～

る
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
き
、
会
員
ら

六
十
人
が
参
加
し
た
。

少年団クリスマス会

藤代直人さん（左・猪原）と倉橋一郎さん（右・倉掛７組）

笑顔の坂本さん


